
は
、
三
内
丸
山
遺
跡
と
同
じ
時

期
の
北
海
道
・
北
東
北
の
遺
跡

が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
各
地
の

共
通
点
や
違
い
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
火
お
こ
し

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
は
、
煙
が
出

る
も
の
の
残
念
な
が
ら
着
火
で

き
た
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

第 46 号
平成 20 年 12 月 12 日

か
あ
り
ま
す
。
副
葬
品

ふ
く
そ
う
ひ
ん

は
今
年

は
全
く
出
土
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
埋
葬
部
の
底
面
の

大
き
さ
は
4
基
と
も
短
軸
は
0.6

〜
0.7
ｍ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た

が
、
長
軸
は
1.6
〜
2.2
ｍ
ま
で
と

幅
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
確
認
し

た
壁
際
か
べ
ぎ
わ

の
底
面
を
巡
る
細
長
い

溝
は
一
つ
も
確
認
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
埋
葬
部
の
構
造

が
違
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
調
査
し
た
中
で
、
特

に
第
31
号
環
状
配
石
墓
に
は
他

環
状
配
石
墓

か
ん
じ
ょ
う
は
い
せ
き
ぼ

は
亡
く
な
っ
た

人
を
入
れ
た
「
埋
葬
ま
い
そ
う

部ぶ

」
と
、

そ
れ
を
石
で
取
り
囲
む
「
配
石
は
い
せ
き

部ぶ

」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

今
年
調
査
し
た
4
基
全
て

で
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
配
石

部
1
基
に
対
し
埋
葬
部
が
1
基

造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
埋
葬
部

は
楕
円
形
で
、
道
路
跡
に
対
し

て
直
交
し
て
い
ま
す
。
底
面
は

い
ず
れ
も
平
ら
で
、
わ
ず
か
で

す
が
、
道
路
跡
に
向
か
っ
て
傾

い
て
い
る
よ
う
で
す
。

配
石
部
の
石
の
種
類
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
大

半
は
安
山
岩

で
、
他
に
凝
灰

ぎ
ょ
う
か
い

岩が
ん

、
石
英
せ
い
え
い

安
山
あ
ん
ざ
ん

岩が
ん

が
使
わ
れ
て

お
り
、
昨
年
度

と
似
た
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

石
の
置
き
方
は

半
円
状
に
並
ぶ

も
の
が
多
く
、

石
の
長
軸
を
円

に
対
し
て
平
行

や
直
交
す
る
よ

う
に
組
み
合
わ

せ
て
並
べ
て
い

る
部
分
も
あ
り

ま
し
た
。

昨
年
と
異
な

る
点
も
い
く
つ
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今
回
の
調
査
（
第
32
次
調
査
）
は
5
月
22
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
、
遺
跡
南
西
部
の
墓
域
に
あ
る
環

状
配
石
墓
の
造
り
方
や
年
代
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。
調
査
区
は
縄
文
時
遊
館
の
出
入
口
付
近
に
あ
り
、

今
年
は
環
状
配
石
墓
の
南
側
を
詳
し
く
調
べ
ま
し
た
。

9月13日に開催した「現地説明会」で調査成果を報告しました。

火おこしチャレンジの様子

と
異
な
る
点
が
あ
り
ま
す
。

埋
葬
部
の
石
の
種
類
は
凝
灰

岩
が
最
も
多
く
、
石
の
配
置
も

列
に
な
ら
ず
数
個
の
石
が
ま
と

ま
っ
て
点
在
す
る
よ
う
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
埋
葬
部

の
向
き
は
、
ほ
ぼ
真
北
を
向
い

て
い
て
、
北
東
方
向
に
あ
る
道

路
跡
を
向
い
て
い
る
他
の
3
基

と
異
な
り
ま
す
。
こ
の
違
い
が

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
の
か
、
こ
れ
か
ら
調
べ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
い
る

最
も
南
の
第
40
号
環
状
配
石
墓

よ
り
南
側
で
は
新
し
い
環
状
配

石
墓
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
結
果
、
遺
跡
南
西
部

の
環
状
配
石
墓
列
は
約
210
ｍ
に

わ
た
っ
て
広
が
る
こ
と
が
確
定

し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
9
月
13
日
（
土
）

と
14
日
（
日
）、
三
内
丸
山
遺

跡
に
お
い
て
『
縄
文
大
祭
典
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
2
日
間
で

約
7，
4
0
0
人
が
訪
れ
、
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

『
縄
文
大
祭
典
』
で
は
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
縄
文
文
化

の
価
値
や
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、「
発
掘
調
査
現
地
説

明
会
」
や
「
縄
文
お
月
見
コ
ン

サ
ー
ト
」、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」、「
縄
文
映
画
上

映
」、「
火
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
円
筒
土
器
文
化
の
世
界
」
で

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！

縄
文
大
祭
典
開
催
！ 第31号環状配石墓
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12
月
1
日
か
ら
来
年
2
月
28

日
ま
で
、
三
内
丸
山
遺
跡
展
示

室
の
企
画
展
示
室
に
お
い
て

『
縄
文
フ
ル
ー
ツ
＆
ベ
ジ
タ
ブ

ル
　
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
三
内

丸
山
遺
跡
の
青
果
展
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
発
掘
で
掘
り
上

げ
た
土
の
中
に
は
、
土
器
や
石

器
以
外
に
も
大
切
な
情
報
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
植
物
の
種
子

も
そ
の
一
つ
で
、
私
た
ち
に
当

時
の
食
べ
物
や
環
境
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
縄
文
時
代

の
地
層
か
ら
見
つ
け
出
し
た
、

食
用
に
な
る
植
物
の
実
や
種
子

を
展
示
し
、
最
新
の
研
究
成
果

と
と
も
に
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
縄
文
時
代
の
ド
ン
グ
リ
や

ク
ル
ミ
、
キ
イ
チ
ゴ
や
ヤ
マ
グ

ワ
、
サ
ル
ナ
シ
な
ど
の
ほ
か
、

穀
物
の
種
子
、
酒
造
り
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ニ
ワ
ト

コ
の
種
子
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
小
さ
な
種
子
か
ら
広
が
る

縄
文
時
代
の
食
卓
風
景
を
想
像

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
20
年
9
月
26
日
、
青
森

県
と
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
秋

田
県
が
共
同
で
提
案
し
た
「
北

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
が
、
世
界
文
化
遺
産
の
国

の
正
式
な
候
補
で
あ
る
世せ

界か
い

遺い

産
暫
定

さ
ん
ざ
ん
て
い

リ
ス
ト
入
り
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群
」
は
、
特
別
史
跡
及
び

史
跡
な
ど
15
の
縄
文
遺
跡
で
構

成
さ
れ
、
世
界
文
化
遺
産
候
補

と
し
て
次
の
よ
う
な
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

『
氷
河
期
が
終
わ
り
、
そ
の

後
の
暖
か
い
環
境
の
中
で
約
1

万
年
間
続
い
た
縄
文
遺
跡
は
、

同
じ
頃
の
世
界
の
他
の
地
域
で

見
ら
れ
る
農
耕
や
牧
畜
の
文
化

と
は
異
な
っ
た
、狩
猟
や
漁
労
、

採
集
な
ど
日
本
列
島
独
特
の
生

活
の
様
子
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
は
非

常
に
長
く
続
き
、
自
然
と
人
間

が
共
生
し
た
こ
と
が
わ
か
る
遺

跡
と
し
て
、
世
界
遺
産
の
登
録

に
必
要
な
基
準
を
満
た
す
可
能

性
が
高
い
。』

ま
た
、
世
界
文
化
遺
産
登
録

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
北
海

道
・
北
東
北
地
域
以
外
の
縄
文

遺
跡
に
つ
い
て
も
加
え
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
う
し
た
課
題
を
踏

ま
え
て
世
界
文
化
遺
産
登
録
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

北黄金貝塚（史跡）�

大船貝塚（史跡）�

二ツ森貝塚（史跡）�

長七谷地貝塚（史跡）�

小牧野遺跡（史跡）�

是川石器時代遺跡（史跡）�

御所野遺跡（史跡）�

三内丸山遺跡（特別史跡）�

亀ヶ岡石器時代遺跡（史跡）�

大湯環状列石（特別史跡）�

田小屋野貝塚（史跡）�

鷲ノ木遺跡（史跡）�

大平山元Ⅰ遺跡�

伊勢堂岱遺跡（史跡）�

入江・高砂貝塚（史跡）�

きた  こ がね�

おおふね�

さんないまるやま�

  こ  まき の�

ふた  つ  もり�

ちょうしちや ち�

これかわ�

  ご  しょ の�

いり  え�

わし  の   き�

おおだいやまもといち�

た　ご　や　の�

かめ  が  おか�

おお  ゆ�

  い  せ   どうたい�

たかさご�

■休館・休業日

12月30日～1月1日

■遺跡の開園時間

＊10月～3月　午前9時～午後5時（入場は終了時間の30分前まで）

■入場料 遺跡内・時遊館・展示室とも無料

■駐車場 普通車用・大型車用・身障者用あり（無料）

■ガイド（無料・個人参加は事前申し込み不要・団体は要申し込み）

＊遺跡ガイド

1回目は9時15分から、その後は10時から１時間おき、

最終は15時30分

問い合わせ：017-766-8282

＊展示室ガイド

午前10時50分・午後1時50分・午後3時50分

■交　通

＊ＪＲ青森駅から＊　車で約20分（約7㎞）

市営バス「運転免許センター」行き「三内丸山遺跡」下車

＊青森空港から　車で約30分（約8.5㎞）

＊東北自動車道青森ICから　車で約5分（2㎞）

＊青森港フェリー埠頭から　車で約30分（7㎞）

問い合わせ：017-781-6078

平
成
20
年
11
月
22
日
（
土
）

か
ら
平
成
20
年
12
月
21
日（
日
）

ま
で
の
間（
休
館
日：

月
曜
日
。

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
、
振

替
休
日
の
場
合
は
翌
日
）、
福

岡
県
太
宰
府
市
に
あ
る
九
州
国

立
博
物
館
に
お
い
て
、「
あ
お

も
り
縄
文
展
〜
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
を

世
界
へ
、
三
内
丸
山
か
ら
の
発

進
〜
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
青
森
県
の

縄
文
遺
跡
の
価
値
や
魅
力

に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
方

に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
青
森
県
内
の
縄

文
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
貴

重
な
遺
物
約
5
0
0
点
を

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
12
月
20
日
・
21

日
に
は
、
世
界
遺
産
暫
定

リ
ス
ト
入
り
決
定
を
記
念

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催

し
ま
す
。

あ
お
も
り
縄
文
展
開
催
！
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マ
メ
科
の
種
子

ブ
ド
ウ
属
の
種
子

テープカットで開幕です。

「北海道・北東北の縄文遺跡群」位置図

お
知
ら
せ


